





































































































































































































































































































































定位推計で約 75,800 人と見積もる。これを基礎とするとき、奈良期の 540 万と
いう人口に達するためには原日本人 1に対して渡来系が 8.6 人の増加を示して
いる必要がある。高位推計で前 3世紀を 160,300 人としても、奈良期の日本人
は 1対 3.6 の比率で渡来系が多い。日本人及び日本文化はまさに渡来人集団に
























































































































































































































































































































んで 3000 万人、明治 4年の最初の人口調査では 3480 万人と増加し続けた（壬
















































権兵衛の長男は 12 歳で寺の住職から素読の教授を受け、弟は 9歳で、妹は 8




























335 の寺子屋が開設され、京都には 363、大阪には 588 開設された。私塾は江





1196、次が山口県で 970、三番目が岡山県で 927、以下熊本県 812、兵庫県




































































































































（1994）によると、例えば土佐藩には 1850 年代に全部で 217 の手習い塾が開設
されており、そこで学んだ女子生徒は、調査年がそれぞれ異なるので正確では
ないが、総数 1602 名とカウントされている。一方男子生徒は 8652 名であるか





年）の同郡内で男児 571 人、女児 131 人が寺子屋で学んでいたことが記されて
いる。その数は時代とともに徐々に増加し、最後の調査年 1865 ～ 67 年には男
児が 1,221 人、女児が 159 人と記録されている（志賀、1977）。
女児の寺子屋における就学率が高かったのはやはり江戸である。石川（1972a）
によると、男児を 100 としたとき江戸日本橋地区の女児就学率は 110.4、本郷
が 100.7、神田 98.2、浅草 97.5 であった。現在では本郷は文教地区であるが、
当時は下町であり庶民が多く暮らしていた。庶民たちの女子教育熱の高さには
驚かされるばかりであるが、日本全体として女児の就学率を見ると、江戸を含
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